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専修大学スポーツ研究所公開シンポジウム 2014 報告
扱えるようになってきています。ソニーのエンジ
ニアに限らず、多分皆さんでも大学研究レベル
はもちろん、中高生でもちょっとしたセンサーが
いじれるような時代にきているので、もう当たり
前というか、当然のところなのかなということは
あります。あとカメラについては弊社は非常に
強くて、Xperiaという携帯電話の中にもいいカ
メラを載せているのですが、あのカメラもイメー
ジセンサーという意味ではセンサーなので、今
まで捉えられなかったセンサーは間違いなく今
後キーになるとわれわれも考えています。
久木留　吉田清司先生、突然ですが、バレー
ボールでソニーの技術で何か使えそうなものは
ありませんか？　吉田先生はFC東京のバレー
の総監督もやられているし、全日本のアナリス
トとしても超一流です。
吉田　バレーでもホークアイを使ってチャレン
ジシステムが導入されています。国際試合でも
導入されていて、おおむね監督や選手たちから
はジャッジの公正化、明確化ということで支持
はされているのですけれども、もう一つ問題が
起こっています。それは監督が戦術的な使い方
で、わざと試合を遅延させるためにチャレンジと
いうものを使う場合があるのですね。そうすると、
大体1回のチャレンジで1分半ぐらい試合が間
延びしてしまうのと、審判に委ねるというスポー
ツ本来の在り方から少しずれてきているという
ことを今感じています。正確さはいいのですけ
れども、少し本質的なところが技術の開発によっ
て変わってきているというところが今心配です。
ですから、できるならば、あのチャレンジももっ
と時間短縮で、またはチャレンジも1セット1回
に限定するとか、そのぐらいにしてもらったほう
がいいと思います。あまり機械に頼り過ぎると、
返ってスポーツの面白さ、楽しさが損なわれて
きてしまう、そういう私の心配が今あります。
久木留　今、吉田先生はコーチの立場、監督
の立場ということだったので、選手の立場で、
元NECのバレーボール選手で、ジュニア代表
だった方が来ておりますので、ぜひその辺りか
ら聞いていただきましょうか。JSCの岡田さん。
岡田　初めまして。JSCの岡田と申します。よ
ろしくお願いします。幾つかあるのですけれど
も、まずテニスセンサ をー始められたきっかけが、
やっている方が上達することがモチベーション
になっているということなのですけれども、今、
高齢化社会でもあって、確かにあのセンサーを
使って若い方であったり中年代の方は見て上達
して楽しむことができると思うのですけれども、
例えばもっと高齢化になって、70代ぐらいの
方もターゲットにしている商品なのでしょうか？　
どこをターゲットにしている商品なのかを少しお
伺いできればと思いました。
中西　まず今回の商品はラケットにセンサーを
付けてスマ トーフォンでつなげて見るというとこ
ろがあるので、スマ トーフォンを使っていらっしゃ
る方が一つ目にあります。ただ、いろいろ話を
聞いていると、データがたまっていくのが楽し
いみたいな、テニスの万歩計みたいな使い方が
できるというご意見もありました。その方は60
代後半の方なのですが、毎朝テニスをしている
そうです。孫に設定してもらって、データがど
んどんたまっていくのが楽しいとおっしゃってい
ました。例えばその上達とか技術的なことより
も、単純にデータが蓄積できるということをもう
ちょっとフワッとまとめて、「今日何球打ちました。
健康です」みたいな使い方ができるといいのか
会場の様子
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もしれません。溜まったデータで、遠く離れた
人でもコミュニケーションしやすくなるので、ア
プリとか、サービス側の工夫でいろいろなター
ゲットユーザーが広がっていける可能性がある
のではないかと考えています。答えになってい
ますでしょうか？
久木留　ありがとうございます。陸上の専門家
の野呂進先生。いろいろな人の意見を聞いて、
せっかくソニーが来てくれているのですから、お
二人にいろいろなアイデアを持って帰ってもら
いましょう。
野呂　私の専門は陸上競技なのですがゴルフ
が大好きで、この前もある測定に行ってきたの
ですが、まだソニーさんはゴルフの分析はされ
ていませんか？
中西　違うスポーツをどうするかという話はあり
ます。水梨の上司の役員などはみんなゴルフば
かりやっているので、水梨は毎回ゴルフはいつ
になるのかと言われていて、われわれは「じゃあ
投資してくれよ」と、こういうやり取りをしてい
るぐらいです。技術的には当然可能性はありま
すが、今は将来の一つとして考えているぐらい
です。
野呂　私がこの前測定してきたのは、デンマー
クのトラックマンという会社のもので、瞬時にい
ろいろなことが出てくるのです。あれは値段的
に個人では買えません。250～300万するの
です。あれが先ほどのテニスのような値段で買
えるように、ソニーでうまく開発して、安く売っ
て普及させてほしいなと思います。
中西　ある程度の値段は必要だと思います。い
くらぐらいだったら買ってくれますか？
野呂　15万円ですね。私から見て、それだけ
価値のある測定機器だったのですね。だから、
松山くんも今自分で個人で買ってやってるので
すね。それが安く一般の人に普及できる値段に
早くソニ さーんが開発してやってもらえればと思
います。
中西　ありがとうございます。15万円目指しま
す。ゴルフの時はぜひユーザーテストをお願い
します。
久木留　商品ができたら、野呂先生に1台いき
ますね。他、いかがですか？　せっかくですから、
自分の体験談含めて、こんなものは商品になら
ないかというのはありませんか？齋藤実先生
齋藤　私は剣道をやっているのですが、剣道で
は距離ですね。距離、間合いといったものが大
事になります。GPSだと距離は出るのですが、
10cmとか5cmとか、さらに1cmだとか、そ
んなような間合いを見ているので、そこの距離
を測れるようなものというのは可能性としていか
がでしょうか？
中西　距離は体の距離ですか？　剣先の距離
とか、いろいろありそうですが。
齋藤　まずはどこでもいいのですが、体と体の
距離のほうがいいと思います。例えばそれだっ
たら可能性としてはいかがでしょうか？
中西　例えば大きなカメラがどこかに付いてい
て、画像を認識すると見えたりするでしょうし、
お互いの胴にセンサーを付けるとか、会話の時
の反射エコーを測定するとか、きっとそんなに
難しくないです。
齋藤　今エコーの話がありましたけれども、超
音波で以前私も試してやったことはあるのです
が、音波が体に当たる時点でもう気持ち悪くなっ
てしまうのです。もし今回紹介していただいた
ようなセンサ ぐーらいの大きさで距離が測れて
くると、バスケでも何でもそうなのですが、もっ
と人と近寄っていくような、相手を抜くとか、そ
ういったようなプロセスがあるような種目になる
と、そこには非常にまた新しい金脈があるので
はないかと思っています。もし何かありましたら
よろしくお願い致します。
中西　ありがとうございます。今テニスでよかっ
たなと思うことは、人とのコンタクト、接触がな
いので、電子機器も付けて許されるというのが
あります。多分、今後サッカーや剣道もそうで
すが、接触し始めると、今度は安全性や耐久
性の基準が一気に変わるはずなので、多分そう
いう所にもイノベーションというのはたくさんあ
るというのは感じてます。
質問者６　先ほど2015年から他のメーカー
のラケットに取り付けられるようにするというこ
とをお聞きしたのですが、その中にBabolatや
他のメーカーが入っていなかったというのは、
Babolatで本体にスマ トーテニスセンサーのよう
なものを組み込んであって、アプリなどで利用
できるものがあるというのを聞いたことがあるの
ですが、それも少し関係しているのですか？
中西　われわれはお客さまの視点で好きなメー
カ さーんのラケットに付いてもらったほうがいい
と思うので、どのメー カ さーんもウェルカムなの
ですが、例えばBabolatさんもBabolatプレイ
という商品が出ているので、多分、彼らのビジ
ネススタンス上、すぐ「Yes」とは言えないとい
うことだと思います。われわれも向こうの頭の中
のことは最後まで分からないのですが、影響し
ているのは間違いないと思います。
質問者７　今、錦織くんが活躍していて、日本
のテニス界は凄く注目されてきていると思うので
すが、これからも注目されていくためには錦織く
んのように強い選手が出てくることが欠かせな
いと思います。そこで、ソニ さーんのほうで、例
えば修三チャレンジではありませんが、ソニー
チャレンジみたいな、スマ トーテニスセンサ をー
使って強い選手を育成していくという話は今の
ところないのですか？　開発だけでしょうか？
中西　ちょっといいポイントだと思っていて、こ
の商品はセンサーで、そのデータを解釈して上
達につなげられる人はいいのですが、データを
見てスイング速度がどれぐらい、ではどうすれ
ばスイング速度が速くなるのかとか、どうすれ
ばうまくなるかというその解釈や教え方の部分
をきちんと埋めなくてはいけないというのは思っ
ています。そこで、テニススクールの人やテニ
スコーチの方に話をして、このツールを広げて
もらう人たちを増やす取り組みもやっています。
その先にソニープレゼンツ・スマ トーテニスセン
サーテニス大会みたいなことをやって、試合の
勝ち負けだけではなくて、スイング速度が上がっ
た人は何点とか、そういった大会なども実は面
白いかなというのがあるので、近々そういう企
画もやってみたいと思いました。
久木留　ありがとうございます。この後、二部
もありますので、ぜひ水梨さん、中西さんにい
ろいろ質問してください。そしていろいろ考えて
ください。せっかくの機会です。あとスマ トーテ
ニスセンサーの実体験もできますので、実際に
皆さんにやってもらって、速度などを測っても
らったりしますので、ぜひ体験してみてください。
　第一部、水梨さんと中西さん、ソニーのお二
人にもう一度拍手をお願いします。ありがとう
ございました。
